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【スピリットプレイヤーⅠ 仏さま篇 1～３６まで 

順にとってみた結果、心と魂の平穏がもたらされた】ケース 

                  

JPHMA 認定ファミリーホメオパス No.278 

                                           CH 16 期生 深澤智子 

 

男性 60 才 

【主訴（症状）】     

直腸癌の予後の魂ケア 

 

【タイムライン】 

５８才の時に直腸癌の診断を受ける。その後、放射線治療、手術を経て人口ストーマ設置 

３か月ごとの定期健診、診察を現在も継続中。 

 

【レメディー】２０２６年６月 後半～ 

スピリットプレイヤーⅠ 仏さま篇を、夜に一粒ずつ 

順に１～３６まで、本人だけでなく夫婦で取っていった。 

 

【結果】２０２６年７月 ２７日時点 

本人が認識していないインチャや、気付かない魂の深い部分が癒され、精神的なエネルギーが 

向上した。 

自然と家庭内の空気感、雰囲気も穏やかになった。細かい事が気にならなくなり、 

おおらかな気持ちになれるようになった。 

全てのレメディーを順に取っていく中で、全国の聖域を巡礼しているような清々しい気持ちになり、 

心乱されることなく命、自然、神仏、大自然の中に人間は生かされていることへの感謝と祈りの 

気持ちが湧いてきた。引き続き、スピリットウォーターⅠ～Ⅲ、順にとっていく予定。 

 

【考察】 

直腸癌という診断を受けて、本人も、家族も、「命」に真剣に向き合うことを余儀なくされたことで、 

ある種のショック、何かが目覚めるスイッチが入ったようで、これまでの人生を振り返るきっかけ、 

生き方、在り方、を見つめざるを得ない時間が運命を大きく分け、この世的な価値観から、霊的価値観へ 

自然と移行していたのではないかと考える。 

そこへ、スピリットプレイヤーⅠ祈りのレメディーの数々が、肉体のみならず、精神、魂に 

神仏の祈りの水、波動が浸透し、枯渇していた魂が深い部分で癒されたと考察します。 

神仏の祈りのレメディーを順に取り入れていく事で、 

生きていく上で、大切な物事の優先順位が大きく転換していったように考察します。 

 


